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Ⅰ . はじめに

　2009 年のカリキュラム改正において、介護過程は 150
時間とそれまでの授業時間数よりはるかに多い時間数の
教育が義務付けられた。その背景の一つとして、2007
年の「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正がある。石
野氏が「業務規定が『入浴・排泄・食事・その他の介
護』から『心身の状況に応じた介護』に変更されたこと
に関連している。つまり、（中略）心身の状況に応じた
介護を行うためには、アセスメントという判断作業が不
可欠であることから、介護福祉士の業務において介護過
程を展開する事が必須の要件になったのである。」（１）と
述べているように、心身の状況を的確に判断するための
情報を収集し、アセスメントをする中でニーズや課題を
抽出し、個別の介護計画を立案し実施評価をする、この
一連の循環を理解する事が学生には求められる。しかし、
学生自身とはまったく違う時代・生活背景・人生を歩ん
できた大先輩の「心身の状況」を的確に把握すること自
体、学生にとっては容易なことではない。合わせて、介
護福祉を学ぶ学生一人ひとりも、生活背景が異なり知識
や経験も全く違うため、定められているカリキュラムは
あるものの、実際の教授法については確立したものが出

来ず、毎年苦慮しているのが現状である。
　その中で、今年度 2 年次生において前期に行った授業
アンケートにおいて、「記録を書くだけの授業にこれだ
け多くの時間数が必要なのか」と記述した学生がいた。
施設介護実習で使用する介護過程に必要な記録用紙を使
いながら、その書き方についても理解を求めたが、書き
方よりも生活支援の考え方を理解する事が本質であり、
授業の目的は「専門職として、科学的・専門的で根拠の
ある生活支援技術を提供するための基となる介護過程を
習得する」。介護過程の意義として、「A：予測性をもっ
た根拠が明確な介護をするため　B：利用者の自己決定
を支援するため　C：多職種連携のため　D：後輩の教
育と家族への介護指導のため　E：介護を学問として構
築するため　F：介護福祉士の自己成長のため」（２）が挙
げられており、それぞれの理解が求められる。しかし、
前期の授業アンケート結果から、「介護過程に関する記
録が書ける事が、介護過程を理解した」と捉える学生が
いるのではないかと感じた。
　そこで、学生が「介護過程の展開」をどう捉えている
のを明らかにすることで、今後の教授方法を確立してい
く上での示唆が得られるのではないかと考え、同 2 年次
生後期授業終了時アンケート調査を行った。その結果に
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ついて、考察する。

Ⅱ．研究方法

1．対象：2014 年度 2 年次生 44 名
2．アンケート実施時期：２年次後期授業最終日に実施。
3．方法：質問紙法を用い、授業時間内に配布回収。
4．倫理的配慮：アンケート実施にあたっては、授業方

法を検討していく上でのデータとしてのみ使用し、
成績等には一切関係がない事、アンケートは無記名
とし個人が特定されることはない事を、口頭とアン
ケート用紙への記載にて伝達。研究のデータとして
の利用に同意が得られない場合は、その旨を記載す
る項目を設けた。

5．調査内容：質問①介護過程の授業を通して「介護福
祉士が介護過程の展開を行う必要性について理解が
出来たか」→　「理解できた・まあまあ理解できた・
あまり理解できなかった・理解できなかった」4 段
階で評価し、その理由について自由記述。

　 質問②介護福祉士はなぜ、介護過程を行う必要があ
ると考えるか　自由記述・複数回答可

6．分析方法：アンケート記載内容を、KJ 法を参考に分
類し、分析検討を行った。

Ⅲ．結果

　アンケート回収 43 人のうち、今回の調査に同意が得
られたのは 40 人（93％）であった。質問①理解できた
23 人（57.5％）　まあまあ理解できた 16 人（40％）　あ
まり理解できなかった 0 人（0％）　理解できなかった 1
人（2.5％）であり、理解できたとまあまあ理解できが
97.5％を占めた。
　質問①の「理解できた」理由として、23 の自由記述
を得た。内容を kj 法で分類した結果、授業を通して理
解できた（6）　実習を通して理解できた（2）アセスメ
ントの大切さが理解できた（1）利用者にあった介護計
画立案の大切さが理解できた（2）利用者理解の為だと
理解できた（1）コミュニケーション手段として理解で
きた（1）より良い介護・生活に繋がることが理解でき
た（4）真のニーズを理解出来る（3）就職後に役立つ

（1）　その他（2）であった。「まあまあ理解できた」理
由としては、授業を通して理解できた（5）授業内容へ
の理解不十分（1）実習を通して理解できた（2）アセス
メントの大切さが理解できた（1）より良い介護・生活

に繋がることが理解できた（2）真のニーズを理解出来
る（2）ＱＯＬ向上のため（1）であった。「理解できな
かった」理由としては、「自分の人生だから好きに生き
たらいいと思う。介護者の自己満足だと思う。」という
回答を得た。詳しい内容は表 1 にまとめた。
質問②については、今回のアンケートは、学生の意見を
そのまま聞きたかった事もあり、自由記述が主なアンケ
ート内容であったため、質問の趣旨とは異なるように捉
えられる表現もあったが、学生自身の声として表２にま
とめた。

Ⅳ．考察

　今回のアンケート調査は、学生の意見を聞きたかった
こともあり自由記述を主としたが、その結果、1 つの自
由記述からいくつもの考え方・見方が出来るような結果
となってしまったため、明確な数値や、回答の関連性を
分析するには至らなかったが、学生の思いをくみ取りな
がら、今後の教授法として以下の考察を得た。
　1 つ目に、大多数の学生は介護過程の展開の必要性に
ついて「理解が出来た」「まあまあ理解できた」と回答
しているが、1 名については「理解が出来なかった」と
回答している。その理由として、「その人の人生であり、
好きに生きたらよい。介護者の自己満足だと思う」と回
答している。この回答から、日本介護福祉士会が定める
倫理綱領、倫理基準（行動規範）の理解や、介護福祉士
とは何かについての理解が十分得られていないまま、授
業を進めてしまったことが考えられる。人生そのものは
利用者自身のものであり、介護者の立場で無理に変える
ことは出来ないが、専門的な立場から利用者の生活を把
握した時に、その人らしい生活の継続の為に、必要な支
援については利用者の理解できる言葉で説明し同意を得
た上で、介護者が実施していくことが求められており、
それが職業倫理である。状況によっては、専門的な立場
で必要であると判断した支援内容を、利用者に説明をし
ても同意が得られない場合もある。同意が得られないま
ま無理に支援を続行することは、倫理綱領に反する。ま
た、同意が得られなかったから支援を中止する事も同じ
である。なぜ、同意が得られなかったのか、どうしたら
同意が得られるのか、について再度情報を整理していく
中で、その人らしい生活の実現に向け努力する事が必要
になる。利用者が言うがままに支援するのであれば、そ
こに専門性は存在しなくても良いことになる。黒田氏が

「看護過程に入る前には、看護について、さらにはもっ



伊藤：「介護過程」教授法についての一考察

27

と奥深い看護の対象である人間とは何かについて、人間
の健康や安寧について、人間と人間の関係について、そ
して、ケアあるいは援助とは何かについて、など、きわ
めて基本的な概念が学生のなかで確固たる信念として根
づいている必要がある」（３）と述べているように、学生が、

「介護とは何か」「人間とは何か」、介護福祉士の役割に
対しどのようにとらえ、どの様な介護福祉士像を描いて
いるのかを早い段階で把握したうえで、国家資格である

「介護福祉士」の倫理綱領や、倫理基準、人間としての
尊厳の保持、専門職業についての理解が深められるよう
な時間が必要であると考える。この内容は、今までは欠
けていた部分であり、科目間連携も含め、今後の課題が
明確になった。
　2 つ目に、学内で使用している介護過程の展開に関係
する記録用紙の書き方の理解を目指す事ももちろん必要
だが、記録用紙はそれぞれの養成校、施設介護実習先、
就職した先の施設ごとに異なる。しかし、その考え方は
同じであると言える。「人間を知る」「心身の状況を知
る」ための観察の視野を広げたり、介入が必要であると
判断した生活支援内容がなぜ必要であるのかその根拠を
明確にし、科学的に考えることの重要性や文献の活用方
法、介入の方法は 1 つではなく様々であることが理解で
き、実践できるような教授が必要であると考える。
　現在、これらを学ぶ方法としては、施設介護実習前は
ペーパーペイシェントが主であり、実習後は実習の際の
事例を活用しながら振り返りを行っている。しかし、実
習前に行うペーパーペイシェントの場合、そこに実際の
利用者は存在しないためイメージしずらいことや、日々
の変化や時間的経過を追うことが出来ず、また、利用者
理解の深め方や他職種連携による意見交換が出来ないな
ど限界がある。「事例学習は学習展開や学生の反応を予
測し、それに対応する方法まで準備をしておく必要があ
る」（４）と述べられているように、より実際に近い形で
のロールプレイや施設介護実習で実際に関わった事例等
を更に活用した事例展開をしていくことで、施設介護実
習や現場に出た時に学内での学びが活かせ、介護過程の
展開の意義が実際の体験として理解できるのではないか
と考える。
　また、施設介護実習に出て実際の利用者に関わり介護
過程の展開を行っていく際、ペーパーペイシェントのイ
メージのままだと学生によっては思うように進まず、時
間に追われながら進めている現状がある。授業を進めて
いくにあたり、多くの事例に触れることも大切だとは思
うが、1 つの事例にじっくり時間をかけ、理解を深めて

いくことも一つの方法ではないかと考える。
　今回のアンケート結果から、学生の中には、授業での
学びを施設介護実習の場で活かし、利用者に成果や変化
が見られることを実感することで、介護過程の意義の理
解を深めていることが分かった。座学と実学の結びつき
である。学内で基本を学び、理解したうえで、実際に施
設介護実習の場で目の前の利用者に寄り添い、理解、考
えを深め、その利用者の状況に合わせた柔軟な考え方、
感性が身につくような教授が必要であると考える。
　質問 2 の回答からは、「介護過程の意義」として挙げ
られる項目が入ってきてはいるが、「より良い生活とは
何か」「利用者を理解するとはどういうことなのか」「真
のニーズとは何か」まで掘り下げた質問になっていない
ため、学生がその意義をどこまで理解しているのか、今
回のアンケート結果からは読み取ることができなかった。
アンケートの取り方に工夫が必要であり今後の課題であ
る。
　黒田氏は（看護過程を）「教える側が『ナースは何を
する人』という問いかけの答え、すなわち看護のフィロ
ソフィーをしっかり持っているからこそ、『なぜ看護過
程なのか』を学生に明確に伝えることができるのだと思
う。看護過程が何のために必要なのかを、単に定義上か
らではなく、看護がめざすゴールとの関係から説くこと
が、学生にとって看護過程を学ぶ土台となり、ひいては
この科目への学生の動機づけも高まるはずである」（５）

と述べているように、学生が「なぜ介護過程の展開を行
うことが必要なのか」が理解できるよう、これまでの経
験や事例を通して具体的に伝えながら、介護のやりがい
楽しさにつながることも伝えていきたいと考える。

Ⅴ．まとめ

１．介護福祉士の倫理綱領・倫理基準（行動規範）につ
いて改めて説明をし、専門職としての介護福祉士
の理解を深める時間を持つ必要がある（科目間連
携も含め）

２．介護過程の展開の必要性について、これまでの経験
や事例検討を通して具体的に伝えていく

３．介護過程の展開に必要な記録用紙の記述方法の理解
と同時に、介護過程の意義について学生が実感で
きる授業展開を検討していく

４．事例検討の方法の検討
５．施設介護実習での学び・経験が活かせるような授業

展開方法を検討していく
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６．介護過程の展開を行うことで介護の楽しさ、やりが
いにも繋がることを伝えていく

Ⅵ．終わりに

　「介護の目標は、利用者が望むその人らしい生活を実
現すること」（６）であり、介護福祉士は「介護福祉の対
象者は、病気や障害などのために日常生活の自立に困難
をきたしている利用者である。つまり、利用者とは憲法
第 25 条に規定されている国民の権利である「健康で文
化的な生活」を送ることが困難な人たちである。そこで
介護は、それらの人たちが健康で文化的な生活が送れる
ように、また、人間としての尊厳を守るために可能な限
りの自立を支援し、その人らしいより良い人生が送れる
こと（自己実現）を最終的な目的にしている。」（７）と述
べられている。介護過程に必要な記録が書けることもも
ちろん必要なことではあるが、「介護過程の意義」がし
っかりと理解できるような授業を展開していく必要があ
る。
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